
色絵花鳥文六角壺　1670-90年代（江戸時代前期）　
佐賀県立九州陶磁文化館蔵

ヨーロッパ宮廷陶磁器文化、
その源流の作品
6面交互に鳳凰文と花卉（かき）文、蓋と肩部

の窓には鳳凰を描き、板作りの技法で6面の粘

土板を接合。18世紀、独・マイセン窯や英・チ

ェルシー窯で倣製され、類品も残る。佐賀県立

九州陶磁文化館では、佐賀の古唐津等九州各地

の古陶磁から歴史を辿ると共に県内の伝統的、

前衛的現代作家作品、17世紀から欧州への輸出

が始まる古伊万里等を所蔵し、紹介している。

佐賀県立九州陶磁文化館

佐賀県西松浦郡有田町戸杓乙3100-1　

TEL：0955-43-3681　

開館30周年記念　特別企画　「珠玉の九州陶磁展−やきも

の王国九州の魅力を伝える−」　開催中〜11/14（大人600

円、大学生300円、高校生以下及び障がい者の方は無料）

　　　　　　火の国、美の街道（3）
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畿内七道とは
日本列島は実はひとつの地層ではなく、

２億５０００万年前から堆積した

陸や海の地層が北や南、西や東から

集まりかさなりあって出来ている。

１３００年前大和政権が律令国家となり、

その日本の成り立ちにそって

各地方を区分したのが畿内七道だった。

会員特典

（左）濁手 桜文 花瓶　写真提供：柿右衛門窯　　（右）柿右衛門古陶磁参考館 　写真提供：柿右衛門窯　

竜門峡　写真提供：社団法人佐賀県観光連名

会員特典 つながりあう日本三十六景畿内七道の
文化施設をご紹介

旅鶴倶楽部　責任編集「旅鶴プラン３００」
スタイルカフェ・ドット・ネット　
〒541-0053大阪市中央区本町2-5-7　大阪丸紅ビル１F　TEL:06-6264-7140

この季節催事情報特にございません。

この季節のご紹介は、
特にございません。

この季節のご案内は特にございません。

この季節のご案内は特にございません。

有田町は標高518mの黒髪山に抱かれる町。登山口には

竜門峡があり、河鹿ガエルの歌声が聞こえる渓水は、水

源の森百選に選ばれる。約400年前に日本で初めて生ま

れた磁器の有田の焼物は、この土地で発見された良質

の陶石から。その美しさには竜門峡の清廉さと躍動を内

に宿すことから生まれる。有田焼の原点が竜門峡。

有田町で1616年日本での初めての磁器生産が始ま

る。その後、初代柿右衛門が赤絵付けに成功し柿右

衛門様式が確立。特徴は「濁手」と呼ばれる米のとぎ

汁のような柔らかく温かみのある乳白色の素地の上

に、余白を十分に残した明るく繊細で絵画的な構図。

柿右衛門古陶磁参考館では、有田町の姉妹都市マ

イセンが常に目標とした柿右衛門様式を堪能できる。

柿右衛門古陶磁参考館
佐賀県西松浦郡有田町南山丁352　
TEL：0955-43-2267（柿右衛門窯）　
（開）9：00-17：00　（休）無

黒髪山と龍門峡　
黒髪山：佐賀県武雄市山内町　
龍門峡：佐賀県西松浦郡有田町広瀬山
（問合せ）有田観光情報センター　TEL:0955-43-2121 

唐津は縄文時代より大陸交流の地。最新文明の技をもつ人が渡り来る。土と火の造形、やきもの。筆で文様や絵が描かれ、生活用具、また鑑賞さ
れるものとなる。質朴さと侘びの唐津焼、白に優雅さを込める有田焼。描きだされた景色や文様には、地の景観や旅の記憶が情感としてかさなる。

今回ご紹介する文化施設の催事につきましては、
東日本大震災の影響で一部に変更する可能性もございます。
最新の情報は、右のサイトでご確認を ！

この季節催事情報特にございません。

この季節のご紹介は、
特にございません。
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佐賀県立
九州陶磁文化館
佐賀県西松浦郡有田町戸杓乙
3100－1　☎0955-43-3681

「柴田夫妻コレクション」
有田の磁器を網羅的・体系的に収集した世
界有数のコレクションで平成18（2006）年、国
の「登録有形文化財」（工芸部第１号）に指
定。毎年12月には展示替えを行う。

太宰府天満宮
福岡県太宰府市宰府4-7-1
☎092-922-8225

曲水の宴
平成24年 3月4日（日）

平安時代宮中行事禊祓（みそぎはらえ）の神事を
再現。平安装束に身をつつむ詠人が、曲水の
上流より流された酒盃が自分の前を過ぎぬう
ちに和歌をつくり盃を戴く。雅な祭事。

写真提供：太宰府天満宮

写真提供：
佐賀県立九州陶磁文化館

吉野ヶ里歴史公園
佐賀県神埼郡吉野ヶ里町田手1843
☎0952-55-9333

吉野ヶ里考古学講座
平成24年3月3日（土）講演13:30～15:00
吉野ヶ里歴史公園内　弥生くらし館にて

3月は佐賀短大理事長 高島忠平氏による講
座。交流地として、大陸文化を吸収する文化
的先進地域であり、対外貿易においても積極
的に産業を発展させた佐賀の特質を紹介。

島原城資料館
長崎県島原市城内1-1183
☎0957-62-4766

島原城下ひなめぐり
平成24年1月27日（金） ～ 3月11日（日）

島原に春を告げる。島原城観光復興記念館
を主会場に武家屋敷や市内約100ヶ所に約
3,000体の人形が飾られ、期間限定桃カステ
ラ、スタンプラリーやひな御膳等も提供。

写真提供：島原城資料館

写真提供：吉野ヶ里歴史公園


